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| 発行/上田市編集/開校(毎月 1 日・ II~日) 示お上白市天手ia.B.WおれI印骨反面亘E問符E

含国立東信病院の敷地内に建設する新病院の
完成予想図。国立長野病院と国立東信病院を
統合した新病院は、地上 7階、地下 1階建て
で、南館(右側)を病棟、 北館を手術、外来管
理機として計画。長野県のがん診療を中心と
した総合診療施設として整備される (予想図

は北側からみる)

主ゆが

厚生省、新病院で基本計画
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「
基
本
計
画
」
が
決
定
・

9
年
オ
ー
プ
ン
予
定

国
立
東
信
病
院
と
国
立
長
野
病
院
(
上
山
田
町
)
の
統

合
問
題
で
厚
生
省
は
二
月
十
七
日
、
東
信
病
院
の
現
在
地

に
国
立
新
病
院
を
建
設
す
る
基
本
計
画
を
ま
と
め
、
上
岡

市
に
提
示
し
て
き
ま
し
た
。
新
病
院
は
長
野
県
域
を
主
な

診
療
圏
と
し
て
、
が
ん
や
心
疾
患
な
ど
に
対
応
し
た
高
度

の
総
合
診
療
を
行
う
と
と
も
に
医
療
従
事
者
の
研
修
を
行

う
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。
新
病
院
は
平
成
九
年
の

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



辺
診
療
科
、

ω床
で

「
東
信
」
現
地
ヘ
建
設

Me午
.
朽
の
「
国
立
新
病
院
基
本
計
画
」
(
別

記
)
に
よ
る
と
、
科
病
院
は
、
川
以
内
の
「
が
ん
み
縦

の
山
中
絞
施
設
」

t
し
て
の
い
け
川
皮
似
械
の
ほ
か
、
間

環
出
病
を
片
品
以
と
し
た

h
H

川
い
は
紋
急
医
山
町
、
時
以

梢
な
ど
の
雌
耐
を
付
象
に
し
た
い
作
門
医
鋭
、
川

政
期
限
旅
(
山
保
前
後
の
期
間
の
医
療
)
な
ど

吋
下
医
療
ー
を、
.k
な
機
能

t
し
た
訴
し
い
悶
立

総
合
診
療
施
設
と
な
り
ま
す
。

併
せ
て
、
忠
行
へ
の
「
光
分
な
説
明
と
い
H

川
皮

な
阪
城
技
術
の
提
供
」
ぞ
始
め
、
「
あ
た
た
か

み
の
あ
る
忠
行
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
」
や
「
快
適

な
ぽ
秘
情
川
の
例
法
」
、
「
地
峡
の
.似
悩
機
関

と
の
連
防
」
十
ゲ
旭
川
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

新
病
院
は
、
地

k
じ
附
、
地
卜
.
附
の
い
日
川
M
m

集
約
型
と
し
、
隣
持
す
る
上
川
地
域
広
域
行
政

事
務
組
作
の
伝
染
病
品
川
の
蚊
地
む
利
川
し
て
新

械
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
一
両
械
を
小
心
2

と
し
た
市

館
と
手
術
、
外
米
作
削
刊
隙
な
ど
の
北
館
の
-
-Mm

挫
で
で
、
州
派
紋
は
四
百
ニ
+
床
(
引
J
:
h
ト

床
}。
ニ
+
ニ
診
療
科
(
引
卜
州
み
保
科
)
と
し
、

f
J
-
-
h
Aけ
山
叩
寸
T
、

山

叩

xkusヰ
，
、

三長

U
A
J
rヰ
l

¥

令
都
，

I
l
*
T
4
T
z
f

，rφ
串
け
γ
z
T
E
n
L
M
L
7
Z
T
1
1

臓
血
管
外
科
、

ル以
前
科
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

現
夜
の
京
信
病
院
を
解
体
し
な
が
ら
の
建
設
と

な
り
ま
す
が
、
刑
判
病
院
の
運
営
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
計
附
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
引
病
院
は

駐
市
場
と
し
て
利
則
)。

さ
ら
に
、

山
北
部
(
点
・

ι・
北
ハ
い
}
の
阿
保

従
が
折
の
附
修
を
行
う
「
地
峡
.阪
総
研
修
セ
ン

タ
ー
」
む
な
山
さ
れ
ま
す
。

病棟(周産期、外科)

病棟(脳外科、整形外科)

(手術、外来管理棟)

5階

外来診療部門、検査部門

2階

4階

手術部門など

3階

3階

4階

管理部門

北館

2階



近
く
部
工
事
着
手

平
成

8
年
度
完
成
に
ー

-

こ
の
新
病
院
の
「
基
本
計
同
」
は
、

k
川
市

が
限
療
問
担
附
究
委
此
会
、
医
療
協
議
会
の
検

汁
を
踏
ま
え
、
市
議
会
特
別
委
HHA.ナ
と
と
も
に

要
望
し
て
き
た
内
科
守
反
映
し
た
も
の
と
な

っ

て
い
ま
す
。

謀
本
計
阿
の
提
示
に
よ
り
、
川
印
生
約
は
近
〈

一
部
工
事
に
着
手
し
、
順
調
に
進
め
ば
平
成
八

年
度
に
は
完
成
、
九
年
中
の
診
療
開
始
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

新
病
院
の
完
成
に
よ
り
、
救
急
受
入
れ
に
対

す
る
不
安
や
、
ぃ
品
皮
医
療
分
野
で
の
忠
弘
引
の

k

小
医
療
問
域
外
流
失
へ
の
不
満
な
ど
、

L
L
州
市

の
医
山
町
川
.
辿
は
大
き
く
改
汗
さ
れ
る
も
の
と
制

侍
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
基
本
計
阿
の
発
表
に
併
せ
、
厚
命
・
ぃ
行

は
廃
止
さ
れ
る
長
野
病
院
(
上
山
田
町
}
の
後

医
療
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
最
大
限

の
協
力
を
し
て
い
く
・
』
と
を
ぷ
川
し
ま
し
た
。

よ
川
市

t
し
て
も
、
同

・
叫
と
協
力
し
、

一史
埴

地
区
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
後
医
療
の
具
体

化
を
急
ぐ
考
え
で
す
。

長
野
県
を
診
療
圏
に

「
研
修
セ
ン
タ
ー
」
も

(4) 

宅T

川
ゆ
生
省
が
発
表
し
た
祈
病
院
(
長
野

・
東
信

統
合
病
院
)
の
基
本
計
向
(
抜
粋
)
は
次
の
と

お
り
で
す
。

米

1
基
本
方
針

国
立
長
野
病
院
と
同
立
東
信
病

院
を
統
合
し
、
長
野
県
域
を
主
た
る
診
療
問

t

し
て
高
度
の
総
合
的
議
械
を
行
う
と
と
も
に
石

渡
制
等
医
療
従
事
お
の
必
成
及
び
研
修
を
行
う

施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

2
場

所

長
野
県
上
制
市
紘
が
丘

1
|
幻

|
幻
国
立
東
信
病
院
敷
地

3
病
床
規
模

4
2
0
床

4
診

療

科

詑
診
療
科

精
神
科

7 3. 広報うえだ6.



外来待合ホール予想図

a 

-‘ー-""

神
経

内

科

呼

吸
器
科
/
消
化
器
科

循
環
器

科

小
児
科

外
科

轄

形
外
科
形
成
外
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

皮

膚

科

泌
尿
給
料

産

科

婦

人
科
(別
政
財
人
科
)

脳
科

耳
鼻
い
ん

こ
う
科

理

学

診

療

科

欣

射
線
科

歯
科
(
入
院
忠
者
対
応
)
麻
酔
科
〕

※
太
字
の
診
療
科
が
新
設

5
主
な
機
能
〔
診
療
〕

・
が
ん
に
対
す
る
医

療
:
:
:
が
ん
診
療
の
中
核
施
設
p
と
し
て
、
高
度

か
つ
集
学
的
診
療
機
能
ぞ
整
備
す
る
。

-
救
急
医
療
:
:
:
心
疾
必
を
山中
心
と
す
る
循
環

出
病
を
対
象
に
尚
皮
の
紋
急
医
慌
を
行
う
。

-
難
病
医
療
:
:
:
路
間
・制

・
リ
ウ
マ
チ
手
の
難

病
ぞ
対
象
と
し
た
匂
門
医
療
を
行
う
。

-
周
産
期
医
療
:
:
:
同
住
期
医
療
等
に
か
か
る

母
子
医
療
を
行
・フ。

・
そ
の
他
(中
核
病
院

t
し
て
の

へ
き
地
医
療
)

〔研
修
〕
地
域
限
療
研
修
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

長
野
県
北
部
の
各
問
医
療
従
併
将
の
h

午
後
研
修

及
び
中
派
研
修
を
行
う
。

-統合に至る経過

1>平成 3年 5月 市民の代表による上田市医療問

題研究委員会が発足し、医療問題の検討が始まるe

b平成 3年12月 市議会議長が初めて統合促進で

県へ棟情する。

1>平成 4年 3月 県議会で統合促進が採択され、

県の方針が変更8れる。

1>平成 4~手 5 月 医療問題の解決のため、当面統

合の実現を図るべきとの研究委員会報告が出る。

1>平成4年6月 市議会に地域医療対策特別委員

会が設置8れ、統合促進を確認するとと もに、園、

県、更埴地区への活動を開始する。

1>平成5年 5月 統合の当事者である園、県、上

田市、上山田町により四者会談が設置され、 統合

への協議が開始される。

1>平成 5~手 6 月 望ましい統合病院像について医

療協議会の報告があり、これに基づいて国への要

望を繰り返す。

1>平成5年12月 四者会談で統合に対する合意が

成立し、これを受けて統合病院整備基本構想(案)

が提示される

1>平成6年 2月

する。

国立新病院整備基本計画が決定

マ
問
い
合
わ
せ

業

医
療
判
中
イ
(内
線

1
3
8
0
}

7 3. 広報うえだ6.[5] 
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ba 
ご
み
を
持

っ
て

い
っ
て
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
ホ
イ
ツ
|。

ご
み
を
出
し
た
人

に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
が
、

ご
み
は
自
然
に
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ご
み
は
収
集
さ
れ
、
燃
や
さ
れ
ま
す
。

燃
や
し
た
後
に
残
る
灰
や
リ
サ
イ
ク
ル
仁

田
せ
な
い
燃
え
な
い
も
の
は
埋
め
立
て
ら

れ
ま
す
。
ご
み
を
処
理
す
る
す
べ
て
の
行

斡
に
、
市
民
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

共
体
的
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

上
山
市
の
平
成
問
年
度
に
か
か
っ
た
ご

み
処
瑚
時
(
治
州
四
)
は
約
九
億
九
千
阿

.h卜
一
万
円
に
L
し
り
、
.
附
仰
山
YI
た
り
約

・4

・h
附
千
円
(

a

人
将
た
り
約
八
千
七
百

円
)
に
な
る
・
品
川
掠
で
す
。
一

ト
ン
巧
た
り

に
勘
算
す
る
と
、
約
・

4M
.
千
七
百
円
で
、

「
た
か
が
、
ご
み
」
の
処
即P

に
、
こ
れ
だ

け
の
お
金
が
か
か
っ
て

い
る
な
ん
て
、
害

え
て
み
る
と
ば
か
ば
か
し
い
感
じ
も
し
ま

【617 

• 。

3. 

戸

4 
‘， 
~ 

J 
J4mラ;'i~6

す
ね
。

ま
た
、

一
日

一
人
が
出
す
ご
み
の
は
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
八
宵
八
ト
八
グ
ラ
ム
、
燃

や
せ
な
い
ご
み
百
五
十
五
グ
ラ

ム
で
計
千

四
十
三
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
れ
ど
、

ご
み
。
極
端
な
話
、
家
庭
や

事
業
所
か
ら
ご
み
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
ご

み
処
理
に
か
か
る
費
用
は
な
く
な
る
わ
け

で
す
が
、
現
代
の
社
会
で
は
、
そ
れ
は
ど

だ
い
ム
リ
な
話
で
す
。

で
は
、
円
と
う
す
る
か
。
ご
み
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
も
、

ι夫
次
第
で

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
く
よ
う
に
、
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
る
、
は
ず
で
す
。

例
え
ば
、

4

人

a
H
瓦
十
グ
ラ
ム
(
卯

一
例
分
)
の
減
ほ
を
す
れ
ば
、
市
ふ
れ
体
で

一
口
約
六
ト
ン
の
減
は
(
年
間
で
約
・

J

千

.
一
百
ト
ン
)
に
な
り
、
年
間
約
問
千
八
一
h

万
円
の
経
費
節
減
に
な
る
の
で
す
。

-
h

内
紙
を
回
収
に
出
す
、
生
ご
み
た
い
1

肥



事費量系ごみと家庭系ごみの伸び o量t十)
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化
存
川
市
(
コ
ン
ホ
ス
ト
)
を
使
う
、

ホ
ス
ト
が
熊
町
な
ら
せ
め
て
水
切
り
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
す
る
、
ま
た
、
子
ど
も
の
服

を
知
人
に
譲
る
、
買
い
物
は
ご
み
じ
な
ら

な
い
脊
器
を
選
ぶ
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を

使
う
、
な
ど
:
:
:
。

こ
う
い
っ
た
ご
み
を

減
ら
す
労
力
(
労
力
と
い

っ
て
も
、
一
け
・
水

流
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ほ
ん
の
さ

さ
い
な
こ
と
を
広
品
約
に
や
れ
ば
、
そ
れ

が
ク
セ
に
な
り
ま
す
)
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
使
い
除
て
に
し

な
い
よ
う
な
、
主
杭
全
般
の
見
直
し
も
・
:
。

「
能
い
姶
て
」
に
ひ
と
会
一川
。
す
べ
て
の

製
品
は
、
地
球
の
資
源
を
利
川
し
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
峨
れ
る

泌
命
に
あ
り
ま
す
そ
れ
が
れ
川
の

mで

あ
る
以
上
、
制
点
U

川
は
や
が
て
ご
み
に
な
る

抗
命
の
ド
に
、
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ぞ
れ
な
ら
ば
、
壊
れ
た
も
の
に
再
び

命
を
吹
き
込
む
|
|
「
修
埋
」
し
て
使
う

コ
、
ノ

Jt2345 60 

ご
み

3月
W日
⑧
午
後
1
時

初

土

上
回
創
造
館
文
化
ホ

l

ル一

フ

ニ
と
が
も

っ
と
訓
制
さ
れ
て
も
い
い
り
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
ヲ

市
は
、

.
平
成
二
年
度
か
ら
ご
み
減
は
・.再

資
源
化
対
策
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
古

紙
な
ど
の
資
源
回
収
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
ち
な
み
に
千
成
・
h
午
皮
は
、

一
月
末
呪

伐
で
、
八
ト
ん

'H治
会
で
川
収
し
た
総
抗

は
が
約
千
・

:
h•• 

ト
ン
、
先
却
令
に
す
る

と
約
・
:
h
hハ
ト

一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・』
れ
も
、
小
山
以
の
皆
さ
ん
の
ご
み
へ
の
認

k
tら
ゆ

識
が
高
ま
っ
て
き
た
賜
物
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
六
年
度
は
全
市
に

拡

大

へ

|
。

ご
み
減
ほ
の
正
念
場
と
も
い

え
る
年
で
も
あ
り
、
市
で
は
、
こ
の
事
業

を
さ
ら
に
本
腕
を
人
れ
て
進
め
る
と
と
も

に
、
市
以
、
引
業
計
と
の
述
鵬
を
慌
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
刑
を
分
判
し
な
が
ら
減
は

化
、
川
資
源
化
・
再
利
川
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
と
環
境
衛
生
連
絡
会
で
は
、
次
の
内
寄
に

よ
り
開
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
内
容

ω資
源
回
収
自
治
会
の
体
験
発
表

号
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
・
寄
本
勝

美
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
ご
み
減
量
に
む
け
て
」

品事時矢内
?、β'

よ田m:.

ー同

(よりもと・かつみ)早稲田大学政治経

済学部教綬。専門は地方自治論、環境政

策。著書に『自治の形成と市民」、「ごみ

とリサイクル」など。 1940年和歌山県生

まれ。早稲図大学政治経済学部~策。

-生活環境諜(内線1387)
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明
治
二
十
一
年
二
八
八
八
)
八
月
、
直
江

津
線
(
現
信
越
線
)
上
回

l
長
野
間
が
開
通
し
、

北
天
神
町
に
上
田
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

鉄
道
開
業
式
の
日
に
は
初
め
て
上
問
を
走
る

汽
車
を
見
よ
う
と
、
町
民
や
近
在
か
・句
集
ま
っ

に
宮

た
人
々
で
駅
前
は
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

ほ

う

に

む

す

狂
喜
し
て
汽
車
に
手
を
振
る
者
、
疋
然
と
件

む
人
、
汽
笛
に
鰐
い
て
気
絶
し
た
老
人
な
ど
が

い
た
と
『
上
回
郷
友
会
月
報
』
は
そ
の
様
子
を

「
停
車
場
」
開
業
で
発
展

報
じ
て
い
ま
す
。

当
時
の
駅
周
辺
は
千
曲
川
の
古
い
河
川
敷
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
桑
畑
な

E
の
耕
作
地
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
こ
に
駅
が
建
設
さ
れ
松
尾
町
の

お

通
り
も
聞
き
二
年
後
に
は
上
問
i
松
本
線
(
現

国
道

一
間
三
号
)
が
改
修
さ
れ
る
な

E
、
北
天

神
町
は
急
速
に
発
展
し
て

い
き
ま
し
た
。

明
治
期
の
高
速
交
通
網
時
代
が
生
ん
だ
町
と

き
口
え
ま
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
町
名
は
明
小
字
地

名
に
因
っ
た
」
(
『上
田
市
史
』

)
tさ
れ
て

お
り
、
商
庖
街
仁
は
天
満
宮
も
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。

ま
寸

h
A

北
京八
神
町
公
会
堂
械
の
細
道
仁
、
桝
網
用
水

に
か
か
る
小
さ
な
事
板
橋
が
あ
り
ま
す
。
橋
か

ら
眺
め
ま
す
と
、
そ
の
細
道
は
秋
和

1
上
一堀
線

の
道
路
を
横
切
り
上
旧
西
武
駐
車
場
臓
の
急
な

坂
道
へ
と
続
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

そ
の
坂
道
は
江
戸
時
代
か
ら
事
坂
と
呼
ば
れ

城
下
町
t
ζ

近
花
と
合
結
ぶ
数
少
な
い
道
の

一
つ

、
で
し
た
。
事
坂
橋
の
名
は
そ
の
道
が
現
在
の
北

天
神
町
・
え
て
続
い
て
い
た
こ

t
ぞ
示
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
上
聞
駅
が
出
来
ま
す
と
汽
車
の
乗
降

容
を
運
ぶ
馬
車
の
発
若
所
も
北
天
神
川
に
開
業

し
ま
し
た
。
大
王
五
年
(
一
九

二
ハ
)
八
月
、

作
家
の
有
島
武
郎
が
別
所
温
泉
へ
行
く
た
め
に

釆
っ
た
馬
車
は
、
「
停
車
場
側
の
馬
立
所
」
か

ら
発
車
し
た
と

『信
濃
日
記
』
に
あ
り
ま
す
。

貸
切
自
動
車
、
が
始
ま
っ
た
の
は
そ
の
翌
年
。
て

上
田
駅
近
く
仁
計
業
所
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

昭
和
の
初
め
に
上
川
金
訪
れ
た
志
賀
直
哉
は
駅

前
か
ら
人
力
車
、
て
市
内
見
物
を
し
た
ギ
を

『盟

年
虫
』
に
書
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
駅
前
の
町
・北
ぷ
川
町
は
多
く

広報うえだ6. [8] 7 3. 

マ
受
付
開
始
日

3
月

U
日
間
午
前

9
時

か
ら

マ
受
付
場
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
(
市
民
体
育
館
隣
)
マ
受
付
施
設
上

同
公
関
内
体
育
施
設
、
県
営
野
球
場
、
河
川

敷
グ
ラ
ウ
ン
、
ド
、
市
民
の
森
公
閏
マ
そ
の

他

①
自
然
運
動
公
闘
の
体
育
施
設
は

3
円

初
日
側
か
ら
公
闘
体
育
館
で
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。
②
3
月
日
日

ωか
ら
は
通
常
ど

お
り
体
育
謀
、
て
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

③
次
の
施
設
に
は
申
し
込
み
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
体
育
課
(
内
線

1
7
5
5
)
 

-申し込み制限の施設

施 設 受付可能期間 回数制限

ナイターは6
1団体月

月末日までの
市営 3か月分

3固まで

野Eま場
昼間は11月

土 ・臼・祝

13日(81まで
81ま1団体
月1阻まで

県営 昼間は11月
土 ・自・祝

野E事場 13白(日iまで
日は1団体
月1固まで

河川敏 6月末日まで 土・臼・祝

グラウ
の3か月分。 日は1団体
大会等は遜年 月2固まで

ンド 受け付け可能



カメラスケッチ

ー‘，1‘

写真家の細江英公さんによる講演会が 2月

12目、上田創造館で聞かれました。前日から

の大雪にもかかわらず500人の聴衆が参加

「写真への愛」と題した講演に熱心に聴き入

っていました。市地域振興事業固など主催

世町

;Z 
J、
の
愛
てや

講*
演*

ヲ骨

の
旅
行
存
な

E
で
脳
わ
う
上
川
の
玄
関
い
と
し

て
特
色
の
あ
る
花
凶
を
絞
け
て
米
た
の
で
し
た
。

世r

* t二
女ぎ

わ
っ
た
報

恩+ 西小学点の児童27人が 2月15日、報恩寮を

索 犬 訪れお年寄りとの交流を深めました。 4年力、

* ら6年までのボランティア委員会の皆さんが

紙芝居や歌、 寸劇を披露 会場は笑顔と拍手

であふれ、なごやかな雰囲気が印象的でした。

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
/

N
H
K
学
問
、
で
は
、
次
の

t
お
り
通
信
教

育
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マコ
l
ス

①
高
等
学
校
普
通
科
コ

l
ス

(
通
信
教
育
)
②
高
等
午
校
選
科
生
コ

l
ス

(
通
信
教
育
)
③
高
等
学
校
専
攻
科
(
社
会

前
祉

コ
i
ス
)
@
州
派
学
内
議
開
(
通
信
講

時
)

マ
案
内
書

「干
附
l
m
悶
立
市
富

士
見
台

N
H
K
学
問

8
E
H
係
」
あ
て
に

コ
l
ス
朽
お
よ
び
郵
便
番
労
、
住
所
、
氏
名
、

屯
話
番
号
を
は
が
き
に
記
入
し
て
前
求
を
。

* *就
*職
相
談
目畏5
差

と 長びく景気低迷川新規学校卒業予定者な

すて安 どの就職活動も例年になく厳しい状況です。

剣犬 上回公共職業安定所では 2月18日、 上田商工

一会議所で就職相談会を聞きました。参加者は

企業人事担当者と真剣に面接していました。

7 3. 広報うえだ6.[9] 



暮らしの

支
払
い
時
に
必
ず
も
ら
う

定
期
間
は
大
切
に
保
管

じ
人
払
い
合
し
た
と

3

「
怖
か
に
そ

川
代
り
ま
し
た
-

L
」
J

う
-A
川
乃
・
た

1

1

J
L

1

】

'

I

t

i

め
に
い
服
さ
れ
る
い
川
矧
が
制
似
た
で
す
。

領
以
引
け
を
き
ち
ん
と
交
け
取
っ
て
い

れ
ば
、
彼
で
ぷ
払
い
の
む
慨
を
巡
っ

て
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
き
、
す
て

に
返
し
た
と
い
う
こ
と
舎
は
ー
さ
内

説
川
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

商
品
の
交
換
も
可
能

回

-ぱ仲叫
a

b品

;
4
61
 

-EE---------------

(ρ 新清水

υ案内
じ〉 お

弘
恨
の
交
け
政

L
が

モ

-
日
付
や
品
目
を
確
認

tえ

l
A
、
コ
京
二
主
、

l
トー
や
，
H
l
、

‘r
ト
サ

L
ι
r
v

，.，
t

r
t
'h
l
g

、11
g
l

令
制
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
削
以
品
川

を
必
ず
そ
け
恥
り
、
山

mmし
て
.
定

則
川
は
大
切
に
仰
凶
作
し
て
お
く
・
』

t

が
ト
八
開
て
十
保
げ
の

-
舵
的
な
日

ミ
I
J八
)

t

j

り
ど
.

V
P
‘川4
む

ま

，

て
コ
-H
4
H
r
-
-
均
す
る
沼
山
刀

SIt

-i
z
b
&
n
p
d叫
，

1
1
l」
i

J

r可
品
川
何

φ
す

、
て
い
る
問
は
、

片
く
て
も
川
凶
作
し

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
・フ。

一三
間
係
十
る
契
約
が
終
，
ー
し
た
ぬ
へ
H

て
む

「
消
滅
時
効
期
間
」
が
過
ぎ
る

ま
で
は
保
許
し
て
お
き
ま

L
I
--

消
滅
時
効
則
問
と
は
、

いえ
払
い
時

間
か

-u.
主
州
問
が
過
ぎ
る

t
、
も

う
代
全
な
ど
を
J
ぷ
で
き
な
い

t
い

う
制
問
で
す

n

・γ
消
滅
時
効
期
間
の
例

マ
一
年
・
:
旅
町

・
ホ
テ
ル
吋
桁
山
打
、

飲
食
代
、
々
ク
シ
|
代
な
ど

マ
二
年
:
・
尚
け
川
の
代
人
弘
、
ク
リ
l
ニ

L
ク
代
、
民
菜
料
、
け
い
こ
ご
と
の

図書館岱2P8 8 0 

c_:::¥ ~ ~輔
君言ァザ儲
Eき¥常利#

多， .が ぜ

も企 ' 
苧.!fS I g 
~ 
と. ~ 

~の姉.…一一一………・…エマ・テナント

深夜の法廷…・…一-…………-……土屋隆夫

だから宇宙は面白いー……・・・………ニ閣殉敏史

あふない食昂物語…… …...・ H ・・……溝口 敦

ローラ邑ローズ……・…………….NHK取材班

音準のんびり健康法-…・・ ….....・H ・..田中正道

あやしい探横隊海で笑う…・...・H ・-…・・維名 誠

わが奥尻島… ....・H ・....・H ・・・一…・・・・木村清紹

;策える島....・H ・-……ー……・……・…ー・近藤史葱

テーブルの雲・...・H ・....…・…....・H ・.....林望

書水物語・……一一一一一一 ….........…森 E喜子
怪物がめざめる夜..….......・H ・...…小林信彦

二世情住宅-・…・……・.......西日本工高建築連盟

もえぎ色の作業所……………………谷正人

マンザナ・わが町……・・ ...・H ・..……井上ひさし

ペガサスに乗った淑女

ーパーパラ ・カートランド

子育てに学歴はいらない・..........・・・・・・・網沢昌永

別れの言葉を私から・……....・H ・-…唯川 恵

悪魔のKI88・..…...・H ・..………・・・苔由紀子

こころが危ない…………一…………・吉川武彦

ポケベルが鴎らなくて ...・H ・. ...…還豚察男

てのひら誼話....・H ・-……...・H ・・おーなり由子

アフリカは本当に貧しいのか …・…・・勝俣 誠

音楽のはしまり 1-4
のびちぢみワニノサウルス…...・H ・-菅原たくや

みんなでかぜになりまレた・..，.・H ・...山下明生

モジャモジャくんとパラハラくん

・・・・むかいながまさ

ヱプロン百科

あ
司
た
よ
と
舎
一
A
叫
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
ほ
か
に
も
い
ん
い
ん
な
刈

州
で
さ
ま
ざ
ま
な
役
別
を
持
司
て
い

ま
す
。

ロ
っ
た
出
品
に
向
が
あ

っ
て
交
拘
し
て
ほ
し
い
と
き
な
V
¥

制
似
山
が
あ
れ
ば
簡
単
に
之
内
し
で

も
-
h
え
ま
す
が
、
な
い
と
い
父
陥
刊
に
Jb

じ
な
い
仏
む
あ
り
ま
す
ま
た
、
主

州
的
に
主
払
う
む
の
は
制
収
ドけ
が
ち

れ
は
、

.. 中
払
い

り
ト
ラ
フ
ル
ケ
唯

け
る
・
』

t
が
で
き
ま
す
‘

'
3
j
L
8
3
、

-・・-

4又

ト一一一一一--J!L

)>ら

広報うえだ6.
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，骨

i豆

川
淵
な
じ
」

マ
三
年
・
:
似
山
以
内
、
怜
L
何
で

い
山
川

b
t
・h
，

t
t
2
4
1
1
什
l
d
t
e

，一

どマ
五
年
:
・
地
代
.
九九氷
山
山
川
ト
u
，じ』

-
問
い
合
わ
せ
川
前
例
川
崎
剛
山
(
内

線
1
1
9
0
)
、川
県
上
川
山
首
作
仁
川
セ

ン
々

1

(
位

-
U
B
5
1
7
}

国固固
因m11i11

不
用
品
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

生
活
環
燦
燦
(
内
線
1
3
9

0
)
ヘ
ご
連
絡
を
。

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

2
5
0
0
1
3
0
0

0
円

マ
向
川
守
添
・小川
ぷ

(
2
年
使
川
)

1

0
り

0

0
川

マ

ビ

O
ラ
ジ
カ
セ

1

0
0
0
0
川

マ
む
州
市
い
寸

無
料

マ
札
制
米
機

(
l札
川

川

)
3
0
0
0
1
5

0
0
0
刊

マ

才

l
卜

パ

{
{
利
目

・
ふ
)

1
0
り
り

0
刊
マ
都
市
ガ
ス
川
す
l

ブ

ン

燃

料

マ

仰
山
ガ
ス
川
炊
飯
器
【
1

汁
}
燃
料
マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
伽
.

科
マ
山
川
十
す

{
1
脚

-

作

-ふ
り
リ

川



家
の
仕
事
を
積
極
的
に

精
神
的
に
も
安

ω感
を

-
妊
娠
し
た
妻
へ
の
夫
の
対
応

-E------------------

-健康Q&A

• 

-a
結
婚
し
て
三
か
月
、
妻
が
妊
娠

't・

し
ま
し
た
。
失
と
し
て
、
出
産
に

向
け
て
何
を
手
伝
っ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

-
曹
園

川
町
仮
初
則
は
「
勺
わ
り
」
も
柏

田
町
固

ま
り
、
制
仲
間
に
む
不
安
定
な
時

則
で
す
。

い
た
わ
り
の
パ
祭
を
か
け
て
ぺ

れ
づ
け
た
り
、
訴
を
ゆ
っ
く
り
聞
い
て
あ

げ
た
り
、
制
倒
的
に
京
市
け
を
手
伝
っ
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
と
き
に
は
、
お

な
か
の
み
ち
ゃ
ん
に
話
し
か
け
た
り
、

E・E・
-EE--------

で
た
り
し
て
リ
ラ
ヴ
ク
ス
さ
せ
、
叫
川
北
少
や

行
出
択
を
聞
い
た
り
す
る
時
川
を
作
る
の
も
、

必
の
不
安
を
取
り
除
く
・
』
と
に
必
.
安
で
し

ょ
う
。
な
お
、
良
い
胎
内

{fr山
内
}
現

地
を
勺
く
る
し
し
で
も
、
タ
バ
コ
の
側
に
は

注
ぷ
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
父
親
」

の
心
構
え
を

「女、ぅ
!τ
、
」
ど
り
自
己
表
現

寺
田
都
志
子
さ
ん
〈
羽
歳
・
院
内
〉 な

川
り
子
地
版
下
帳
や
川
ツ
州
桃
川
の
テ
キ
ス
ト

を
沈
み
ま
し
た
か
?
ふ
ち
ゃ
ん
の
発
打
や

7

・
必
の
と
き
か
ら
、
近
所
の
先
乍
の
も

と
で
日
・
本
舞
踊
合
刊
行
司
て
い
ま
し
た
。
制

り
の
ま
ね
ご
と
ば
か
り
す
る
れ
・

η
を
日
ん
て

い
た
阿
慨
に
納
め
・
ら
れ
た
の
が
き

ウ
か
け

て
す
。
小
中
.
二
年
の
と
き
に
れ
れ
を
、
師

範
の
資
怖
を
取
っ
た
の
が
・
.
卜
一
.
川
崎
ご
ろ
。

今
は
、
仏
μ
悦
ル
』
山
川
ち
な
が
ら
制
り
を
や

っ

て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
仕
恨
の
ほ

う
も
、
な
に
か
と
イ
ベ
ン
ト
ぞ
削
く
機
会

が
多
〈
、
「
お
ん
滑
り
」
の
り
き
な
れ
分
の
性

的
に
介
内
て
い
ま
す
仕
引

t
社
抗
、
そ

れ
に
附
り
、

'日
分
に
と
4

て
ん
れ
〈
問

4
q

が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

「
踊
り
」
i
ζ

い
う
と
、

ど
う
し
て
も
次

妊娠した妻にはいたわりを

吋
体
の
変
化
、
川
町
阪
小
の
民
治
や
そ
の

Jr

防
、
出
必

・
育
児
川
門
川
な
ど
、

M

灯
似
山
け

の
テ
キ
ス
ト
に
は
知

っ
て
お
い
て
ほ
し
い

情
報
が
渦
紋
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト

は
犬
、
が
戸
を
山
し
て
読
ん
で
あ
げ
る

t
よ

い
で
し
ょ
う
。

ま
た
妊
娠
初
期
に
、

-
H

レ
ハ
む
.
皮
は
い
此
い
州

人
科
の
み
ん
何
小
雫
に
入
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

起
庁
地
に
写
る
胎
児
の
安
を
け
ん
て
、
砂
川
仰

す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
父
親
と
な
る
お
.

歩
と
し
て
役
に
い
げ
.
ち
ま
す
。

な
お
ト
.
川
保
健
所
(
材
木
町
.

・
ト
仁
川

合
川
山
川
合
内
)
、
出
川
吋
，

r地
以
セ
ン
タ
ー

(
上
本
郷
)
で
は
、
午
川
を
通
じ
て
肝
.
M

の
た
め
の
吋
純
や
糾
念
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
い
っ
し
ょ
仁
川
附
し
て
、
育
児
の
完

門
や
心
情
え
を
勉
強
し
て
く
だ
ち
い
。

マ
保
健
予
防
課

(
内
線
1
3
7
7
)

-E-----E・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
"

性
的
な
イ
メ

ー
ジ

っ
て
、
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
こ
に
「
-K
ら
し
さ
」
を
ボ
め
る

t
い
う

か
・
:
。
て
も
職
喝
の
人
た
ち
が
れ
分
の

M

っ
て
い
る
濯
を
見
て
も
、
次
ら
し
さ
を
時

ド
」
久
V
F
A
F
h
v
s
u
、

「
述
っ
た
.
州
」

を
見
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
れ
分

に

t
司
て
、
制
り
と
は
れ
己
点
呪
。
H
M
H

ぴ

や
悲
し
み
、
役
Mmの
テ
ー
マ
に
A
N
わ
せ
て、

れ
分
の
作
し
き
ざ
ま
れ
乞
わ
た
し
な
り
に
い
ぷ
引

で
き
る
附
一
昨
な
の
で
す
。
ち
ょ

っ
と
ぜ
い

た
く
な
「
自
己
渦
足
」
の
附
作
な
ん
で
す

よ
ね
。
小
さ
、
・
ニ
ろ
か
ら
、
り
き
で
始
め

制
り
を
や
っ
て
い
る

e
i
u
l」
ehリ

た
制
り
で
す
か
ら
、

i
-
t
l
l
J
-
l

‘
.
、

・1
Jヴ
カ
中
た
り

H

山
げ
と
し
う
カ

人
作

ht制

マ
ス
ラ
イ
ド
式
本
側
{
肉
付
×
1
8
0

ウ

X
1
3
0日

J
)

然
科
マ
山
下
山
中
U
M仇

・

い
寸
加
燃
料
マ
ル

l
ム
ウ
寸
l
カ
|

3
0
0
0
円
マ
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
(
火
性

川
ハ
|
フ
)
2
0
0
0
0
1
3
0
0
0

0
円

マ
ア
ル
ミ
製
溢
釜

(
h
n

川会
1
5
0

で

・
師
約
初
刊
号

)
1
0
0
0
0
円

マ

教
材
カ
セ
ヴ
ト
テ
i
フ
(
中
学
l

・
2
年

川
、
災

・
政
-
m
)
3
0
0
0
川

マ

ス
キ
l
ウ
ェ
ア
(
明
性
)

2

0

0

0
円

÷先清原に紹介しますので、すでに成約した物はご了承ください。

マ
ベ
ビ
l
フ
ェ
ン
ス
マ
ベ
ビ
l
ラ
ッ

ク
マ
幼
児
川
鉄
外
マ
入
山
下
式
洋
服

(州ケ
j
)

マ
マ
マ
コ
1
ト
{
冬
川
)

マ
少
行
協
マ
パ
ソ
コ
、
J

マ小池・
r
レン

ジ
(
安
価
な
も
の
}
マ
H
H

松
市
(
人
人

川
)
マ

mjmガ
ス
川
向
渇
か
し
出
マ
併

り
た
た
み
い
寸

(
l
脚
)
マ
サ
ッ
カ
ー

シ
ュ

l
ス
{
刊
一

i
n
-
-
J
H
)

マ
小
引

桃
う
ん
後
(
山
氷
山
処
品
市
凶
川
)
マ
ス
タ
ヴ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
{
1
6
5
1刊

l
s
R
U
)

マ
ヒ
ア
ノ

-E--EE------EE
・E・----

り

t
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
問
係
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

定
表
会
の
と
き
は
、

舞
台
が
ま
さ
に
れ

己
長
引
の
喝
。
'H
・
分
を
い

っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
市
川
し
た
あ
主
に
、

υん
て
い
た
人
か

ら
「
よ
か

司
た
よ
」
と
内
を
か
け
ら
れ
た

り
、
以
三
て
く
る
む
の
が
あ
る
と
、
と
て

も
光
い
た
し
た
ハ
八
分
に
な
り
ま
す

白

余
北
て
寸
が
、
:
・
川
.. 卜
日
川
、
上
川

之

市
文
化
ぷ
術
協
会
・
・
k
昨
の
日
本
線
制
の
花

』つ

三、
T
f

・I
I

I
-
」入、
h
H川
4

・・r
S
3
1
L
、h
l

。

"ード

l
bノ・
6

カ
l
t
H
H
J
H
U
ノ

J
A
m
-
'
1
・
1
t』

a44

2 7 3. 

少
し
で
も
多
く
の
汗
さ
ん
に
は
て
い
た
だ

い
て
、
日
本
舞
踊
と
い
う
も
の
に
親
し
ん

で
も
ら
え
れ
ば
う
れ

L
い
で
す
ね
。

.，Ea
-
-

4
.

，
 

an
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 ，EE
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劇
団
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
公
演

男
女の
のロ
フマ
マン
ン れ

情報

地
域
と
環
境
テ
ー
マ

長
野
大
で
公
開
講
座

••• 
長
野
大
学
、
で
は
、
地
峡
と
大
学
と

の
結
び
つ
き
そ
い
っ
そ
う
強
め
て
い

く
た
め
に
「
総
合
科
日
」
を
企
州
し
、

.r地域と環境J日程と内容

)
 

殺
題
匡

問

幽

刷

出
現
山

環

(

ス一と
ン
一展

ダ
一
発

イ
一
済

ガ
一
回
総

企業活勘と環境
(表秀孝}

消費者行勧と環甥問題
(佐渡剛}

地万における情報環境
(下野穫祭}

地続開発と環境保全
(安井幸次)

講義内容(担当教員)臼

4/14 

4/28 
5/12 

5/19 
5/26 

6/2 
6/9 

6/16 
環16/23
境斥万6

7，7 

〈
前
期
)
社
会
と

市
民
の
粁
さ
ん
じ
も
問
欣
し
て

い
ま

す
。
6
年
度
の
テ
!
マ
は
「
地
域
と

環
境
」
で
す
。

出
速
い
父
辿
網
時
代
を
政
年
先
に
ひ

か
え
た
L
L
小
地
岐
に
と
っ
て
、
緊
急

を
.
裂
す
る
市
一
安
北
側
叫
で
す
。
受
吊
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
テ
l
マ

「
地
域
と
邸
脱
」

マ
講
義
期
間

J
M
M
H
1
7
川
M

け
(
前
期
)
、

9
H
m
U
1
U
月
日
日

(
後
期
)
。
毎
週
木
路

n、
午
後
零
時

品
分

1
2
昨

日

分

マ

定
員

加
入

マ
受
講
料

5
0
0
0
円
(
供
出

山
下
門
セ
ン
タ
ー
全
日
刊
は
鈷
料
1
0
0

0
川
も
必
.
県
)
マ
由
申
し
込
み

パネルデイスカッション
(前期担当者)

廃棄からの発想
(田中夏子)

民俗的祭銀河D変容と子育
て (小林正洋)

ゴルフ窃造減反対運働か
ら得たもの(佐々 木;1)

環境からみた人間関係
(山崎健治)

11湧の倫理者E考える
(圃鎗沿之)

自然11携と人間
(佐藤英美)

M

-m
U
6
 

/
一
/
/

7

一9
m
10/13 

10/20 

10〆27
11〆10

JL〆17
11/24 

12/1 
12/8 

{
植
医
困
問
V

a
A圃
岡
井
』
掴
唱
岨
明

鎌
倉
彫
り
展

3
月
叩
日
⑧

j
同
日
⑨

圃
聞
醐
・

上
回
出
身
で
、
姉
妹
都
市
鎌
倉
で
伝
統

工
芸
の
『
鎌
倉
彫
り
』
の
製
作
に
傍
わ
る

田
中
さ
ん
。
そ
の
作
目
聞
を
展
示
し
ま
す
。

彫
り
と
漆
の
魁
力
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

け
剖
日
山
附
ま
で
仁
長
野
大
学
教
務
課

(宮
⑧
2
3
5
0
)

へ

第爽2
14や
回か
上な
田歌
.0.. -=企=
EコJ=Q

唱響
祭く

••• 
入
場
無
料
で
す
。

?戸、
。

お
ハ
バ
れ
れ
に
.
ど
う

日
本
州
向
し
ば
り
た
て

y
%と
火
の
本
州
け
と
山
訟
で
前
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ぞ
お
殺
し
み
く
だ
さ
い

3 

マ
と
き

3
月
G
日
仰
午
後
1
時

マ
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
!
ル
(
材

木
町
)
マ
合
唱
発
表
上
刊
市
少

年
少

K
A
H
m問
、
こ
ま
ゆ
み
コ
ー
ラ

ス
、
コ
ー
ラ
ス
か
わ
せ
み
、
そ
ナ
ミ

合
州
問
、
コ
ー
ル
染
谷
任
、
城
市
コ

12/15 
パネルディスカッション

(後期担当者)

ー
ラ
ス
、
清
川
小
P
T
A
コ
ー
ラ
ス
、

コ
ー
ル
塩
川
、
北
小
P
T
A
コ
ー
ラ

ス
、
コ
ー
ラ
ス
紫
紀
、
コ
l
ル
愛
、

か
ら
た
ち
ん
い
帆
川
、
コ
ー
ラ
ス
せ
せ

ら
ぎ
、
ト
し川
グ
ロ

l
リ
ア
ヘ
け
附
川
、

V

・
P

・
3
K
H
H比
打
川
、

t
H
H
H
q
R

司

1

1

J

t

、
la--，.
h
E
'
J
I
H
p
e』
1

・

品
川
欣
ぞ
愛
す
る
会
マ
問
い
合
わ

せ

山

・
央
公
民
断
(E
b
-
0
7
6
0
}

県
高
等
学
校
リ
ー
ダ

ー
ズ
バ
ン
ド
演
奏
会

晴れやかなコーラスを ••• 
υ

日
川
写
学
校
の
吹
従
来
ク
ラ
ブ
で
前

闘
し
て
い
る
山
校
勺
が
集
ま
り
、
線

科
の
成
果
ぞ
先
ぷ
す
る
演
弁
会
で
す
。

入
場
無
料
。

マ
と
き

3
月
初
日

ω
マ
と
こ

ろ

県
民
文
化
会
館
(
長
野
市
)

マ
演
奏
曲
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
サ
ー
ガ
(ジ

エ
イ
ガ

l
)、
序
品川

1
8
1
2
年
(
チ

ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
l
)
な

ど

マ

問
い

合
わ
せ
県
以
文
化
会

町

{
宮
0
2

6
2
@
0
0
0
8
)
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宅地住宅の法律相談



市では、現在21世紀を展望した新たな時代

に対応する「第三次よ田市総合計画J の策定

に取りかかっています。この計画策定に当た

り、市民の皆さんのご意見を幅広くうかがう

ため、この3月中旬ごろ力、ら、無作為組出に

より市民意識調蚕を実施します。調査表が届

きましたら、よろしくご協力をお願いします。

b問い合わせ 企画課(内線12(1)

、'

障
害
者
の
付
き
添
い

「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
l
」

••• 
市
で
は
、
取
独
で
外
山
川
悦
な
附

咋
お
(
前
一
度
の
視
覚
附
古
か
脳
性
麻

ひ時
な
ど
全
身
性
附
合
に
限
る
)
が
、

親
脹
な
ど
の
付
き
添
い
が
得
ら
れ
な

い
場
合
に
、
代
わ
り
仁
付
き
添
い
を

し
て
く
れ
る

「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
バ

l
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
お
は
停

市
民
な
識
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

~ .J¥J'-d寸.-cP，... ¥ 1:1" 
khiFA民枠'
九民民骨七戸'

L¥-r 
(~他者の都合により変更する湯合があります)

各ホール イベント案内 E 

¥ 

-二の丸ト2・2⑨0762

生
課
(
内
線

1
6
0
3
)
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

平
成

6
年
度
上
田
市

育
英
会
の
「
奨
学
生
」

••• 
マ
資
格

①
平
成

6
年
4
月
か
ら

い
品
等
学
校
へ
進
学
す
る
人
②
同
年
4

月
別
在
、
」
品
等
学
校
に
在
ハ
・
「
し
て
い

る
供
徒
③
同
午
4
川
1
日
現
在
、
市

内
に
6
か
川
以

K
M
仲
間
す
る
附
帯
の

人
⑪
本
会
以
外
の
育
英
会
な
ど
の
給

付
を
受
け
て
い
な
い
人
マ
由
申
し
込

み

保

山
下
し
て
い
る
小
学
校
、
必
等

学
校
の
担
任
の
光
ぞ
に
相
談
し
て
、

3
月
時
円
幽
ま
で
に
教
育
委
只
会
庶

務
課
{
内
線

1
7
0
3
)

ヘ

マ

決

定

育
英
会
の
評
議
員
会
、
て
決
定
し

月白 後 し 鰐問 入還方法 問い合わせ

1/ 13 自31 
マスクプレーミュージ 11 : 00 

招待券
劇 団

カJ"rオズの魔法使い」 14 : 00 「飛行船」

12日0j 上田市文芸祭 9 : 00 無料
上 田市

文芸協会

P2N 4 阿川泰子コンサート 18: 30 有料 線北村企画

仕26 上回高校吹奏楽団 上回高校

08演奏会
13: 00 無料 吹奏楽団

08会

21日7 第29図上国民鋳祭り 9 : 30 無料
よ由民踊

連合会

4 

附7 新卒就織者激励会一一一ー一一一一一一一
労政課

市民会館

ま
す
。

国際
婦
人
教
育
振
興
会

女
性
の
海
外
派
遣
生

••• 
ω国
際
婦
人
教
育
振
興
会
の
「
海

外
派
遣
」
に
応
募
し
ま
せ
ん
か
。
山

で
は

1
人
に
つ
き
初
万
円
の
補
助
全

(
た
だ
し
2
人
ま
で
)
を
山
し
ま
す。

マ
対
象

K
性
の
非
ら
し
、

'K
性

問
地
に
閣
心
が
あ
り
、
交
流
、
tr
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い

K
竹

マ
派
遣

先

①
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ

(m

n
n
M
l
U
川
7
H
)
②
ス
イ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
(
刊
日
げ

H
1
1
川
2
日
)

③
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
(
川
川
刊
U

1
日
月
」
日
)
②
イ
ン
ド
、
み
シ
ア
、

シ
ン
、
万
ポ

l
ル
(
叩
月
日
川
1
間
引

-材木町1-2-3・fi@0760
3 第14回上回合唱祭
1'6 (12ページ)

13: 00 無料 中央公民館
日

1183 1 

上因子ども劇場
上因子ども

低学年例会 13: 30 会員券
劇場一劇団あとむー

亀ととぶき大学卒幾王t 無料 中央公民館

回27l 
上回ライオンズクラブ

13: 00 無料
上回ライオ

結成30周年記念式典 ンズクラブ

A 
松山恵子 サウンド

03 日l チャリティショー
14: 00 無 料

エコ ー

文化会館

日
)
マ
申
込
期
限

4
月
日
日
働

マ
募
集
要
項

厚
生
謀
、
各
公
民

館
、
働
く
婦
人
の
家
に
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

厚
宅
謀
(
内
線
1

6
0
7
)
 

上小
高
等
職
業
訓
練
校

「
技
能
開
発
訓
練
生
」

••• 
技
能
は
.
恨
の
官
で
す
。
働
き
な

が
ら
技
能
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん

品
H

マ
募
集
職
種
雄
築
科
、
他
築
製

凶
科
、

左
官
タ
イ
ル
科
、
板
金
科
、

造
同
科
、
機
械
科
、
屯
札
機
鵠
科
、

和
裁
科
、
定
地
建
物
取
引
主
任
話
交

験

準

備

講

座

マ
募
集
期
限

3
n

n
日

仰

マ

問
い
合
わ
せ

上
小
高

等
職
業
訓
練
校
(
宮
5
2
6
6
6
)

商
品
の
目
方
を
調
査
す
る

計
量
モ
ニ
タ
ー

商
昂
の
畳
目
調
査
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
各
種
デ

ー
タ
や
愈
見
は
計
量
行
政
に
生
か
さ

れ
ま
す
。

マ

募

集

人

員

ぼ

人

マ

応

募

制

限

3
月
出
目
減

マ

応

募

方

法

一

「
広
報
」

2
月
四
日
号
の
9
ペ
ー
ジ

一
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
マ
問
い
合
わ

一
せ
窟
同
工
諜
(
内
線

1
4
0
3
}

募集人員/100人(上小、上回合庁)。募集期間/3月4日樹 ~
25日掛/願書Ilet上小地方事務所か市高齢者福位諜にあります。県老人大学の学生を募集7 3. 広報うえだ6.

L 
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公 表
します出先機関

出向監査の結果

3月15日ωまでに

|袴定申告|
守F
Z? 

バ
見

唖

3
1民

〉
告

県
〈
申

市

市民会館申告会場

(ft⑮4100) 

お
済
み
で
す
か
?

地
方
自
治
法
第
1
9
9条
第
5
項
の
規
定
に

よ
り
、
平
成

5
年
度
出
先
機
関
出
向
監
査
を
執

行
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
同
条
第
9

項
の
規
定
に
よ
り
左
記
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

上
田
市
監
査
受
員
久
保
田
直
人

同

成

沢

鎗

也

-
監
査
の
種
類

地
方
自
治
法
第
1
9
9条
第
5
項
に
基
づ
く

出
先
機
関
出
向
監
査

市
公
共
下
水
道
事
業

「
認
可
区
域
」
が
拡
大

••• 
平
成
5
年
日

n
m日
付
げ
の
県
の

告
示
を
も
っ
て
、

十
一川
市
の
下
水
道

卒
業
認
可
医
域
が
拡
大
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
従
米
の
上
回
処
別
区
、
刷

所
温
泉
処
理
区
に
加
え
、
千
品
川
川
在

岸
地
区
に
南
部
処

m
Rが
新
た
に
認

可
さ
れ
ま
し
た
。
認
可
区
域
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(
区
域
は
れ
治
会
)

-
上
田
処
理
区
の
新
認
可
区
域

全
域
:
・
踏
入
、
常
人
、
新
問
、
蛇
沢
、

金
井
、
上
沢
、
問
分
、

一ト
射
、
上
嶋

-
監
査
の
実
施
期
間

平
成
6
年
1
月
U
日
か
ら
伺
2
月
刊
日
ま
で

・
監
査
の
対
象

総
務
部
・
・
・
鐙
殿
支
所

社
会
部
;
梅
田
事
業
所
(
中
塩
田
)
、
相
染
問
、

高
齢
者
信
組
セ
ン
タ
ー
、
川
辺
町
児
童
セ
ン
タ

ー
、
短
田
中
央
保
育
園

教
育
委
員
会
:
・
川
辺
小
学
校
、
第
一
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー、

神
川
地
区
公
民
館
、
短
尻
地
区
公

一
部
区
域
:
・
山
口
、
伊
勢
山
、
染
席、

長
品
、

m
中
山
坪
、
持
下
二
級
河
川
神

川
の
西
側
一
区
域
)

-
南
部
処
理
区
の
認
可
区
域

全
域
・
:
三
好
町
、
千
曲
川
、
下
之
粂
、

上
回
原

一
部
区

域
:・
諏
訪
形
、

中
村
、
御
所
、

小
之
条
、
川
辺
町
、
半
過
(
山
円
)、

築
地
、
古
問
、

M
m

マ
問
い
合
わ
せ

下
水
道
諜

1
5
3
1
)
 

民
館
、
体
育
施
設
管
理
事
務
所
、
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー

・
監
査
の
概
要

施
設
お
よ
び
事
業
の
俄
菱
、
財
務
に
関
す
る

事
務
の
執
行
状
況
、
現
金
の
取
扱
状
況
等
に
つ

い
て
、
施
設
長
世
帯
か
ら
説
明
を
聴
取
し
、
施
設

の
整
備
お
よ
び
管
理
状
況
の
実
地
調
査
お
よ
び

平
成
5
年
度
の
関
係
容
類

・
帳
簿
等
に
つ
い
て

の
監
査
を
行
っ
た
。

(内
線 各地で下水道管の布設工事が行われています

-
監
査
の
結
果

各
施
設
と
も
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
監
査
目
的
等
に

別
り
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
運
用
が
図
ら
れ
、

施
設
の
整
備
お
よ
び
管
理
状
況
は
適
正
と
認
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
、

現
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
適
切
に
処
理
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

上田市公共下水道事業計画認可区域

Eコ {ま認可区域

[ 141 7 3. 広報うえだ6.試験日は6月19日目上田市内の会場/種類は乙種四類 ・丙種/願審
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福
祉
医
療
費
の
対
象

母
子
家
庭
全
世
帯
に

••• 

今
ま
で

d
h
v
l
Lな
か
っ
た
肌
叫
へ
析

た
に
、
有
効
期
限
千
成

6
午
l
川

!

日
制
か
ら
同

6
月
初
日
山
ま
で
の
医

療
交
給
資
佑
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

今
川
の
対
象
附
帯
に
交
付
巾

d
品川川
を

郎
込
し
ま
す
の
で
、
必
寸
則
日
ま
で

に
山
九
州
川
合
拠
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
期
限

3
H
H
H伽

マ

」
川

i
川
胤
か
ら
、
上
山
市
福
祉

似
彼
伐
給
付
金
制
度
の
ほ
，

r家
庭
(
山
川

校
学
業
ま
で
)
の
所
m
M
制
限
を
な
く

し
、
全
附
却
を
交
給
付
仙
が
と
し
ま
す
。

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す
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マ
そ
の
他
山
叩
九州什
.u

を

叫
出
し
な
い
と
、

-AA
給

打

.Aは
交
付

さ
れ
な
い
場
介
も
あ
り
ま
す
。

提
出
場
所

6
3

“) 
住
宅
整
備
(
障
害
者
)

補
助
申
請
受
け
付
け

••• 
4
皮
の
慌
党
・
肢
体
の
附
刀
打

(
1

級
ま
た
は

2
級
)
が
日
常
引
的
機
能

の
向
上
の
た
め
、
作
宅
の
改
め
一を
す

雇用保険適用事業主の

皆さんへ

る
場
介
、
仙
助
を
叉
け
・
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
品
叫
比
さ
れ
る
人
は
」

川
口
日
山
ま
で
に
日
ん
山
制
作
と
改
造
部

分
の
見
取
例
(
此
弘
前
と
改
造
後
}

を
お
持
ち
の
う
え
、

.w引
深
ま
で
お

.
』
し
く
だ
さ
い

マ
補
助
額

・
し
が
伐
の

l
分
の

3

て
以
尚

η
U川
{
ん
・
也
め
・
ら
れ
た

T
杭

コ

を

し

た

場

介

の

み

}

マ
そ
の
他

祈
築
や
改
築
ば
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
u

マ
問
い
合
わ
せ

.
町
生
誕
(
内

総

1
6
0
3
)

事業所で俊築員に恥~~II除幕~

什う事室長玉や、 t経糸員の自己啓

発による教育訓練の受必を援助

する事業主を助成するのか r生

涯能力開発給付金制度」です

毎年4月 l白から 6月末日まで

に、計画届を労政事務所に提出

した雇用保険適用E算要員三か助成

を受けられます

このほと、 μ、婆な訟殊出11減に

対する支語家力、fg定的に引き上

けられます 受け付けは、 3月

31 日本tまてに計画属を拠出 Lて

くたさい

また、このたひ特例措温か設

けられ、 5年度に計画局を拠出

していない事築主も裕1寸を受け

られることになりました

1>問い合わせ 県東1i労政

所(材木町 l・まま2S7144) 
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・3月
1
日
号
の
原
稿
を
ほ
ぼ
出
し

鈍

記
J

て
、
残
る
は
『
編
集
後
記
』
。
さ
て
伺

制

後

」
を
・
こ
う
か
、
い
つ
も
な
が
ら
ネ
タ

rー

が
な
い
。
今
ま
で
ど
ん
な
こ
と
を
寄

い
た
か
な
ア
と
、
過
去
の
編
集
後
記
を
め
く
っ

て
い
た
。

そ
う
い
え
ば
、
い
つ
か
家
で

『
編
集

後
記
で
こ
ん
な
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
ば
か

り
書
い
て
い
た
ら、
家
の
様
子
ま
る
完
え
だ
ね
」

と
笑
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

な
る
ほ
ど
、
好

き
勝
手
に
書
い
て
い
る
。
さ
れ
と
編
集
後
記
:
・

だ
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
で
も
、
ス

ペ
ー
ス
以
上
の
重
み
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
広
報

の
中
で
は
、
唯
一
『
自
己
表
現
』
が
で
き
る
と

こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
も
書
き
上
げ
る
と
、

フ
l
ッ
と

一
息

だ

。

(

に

し

ざ

わ

)

務

-
平
成
二
年
四
月
か
ら
遮
縦
し
て
き
た
伝
統

を
守
る
が
こ
の
三
月
で
終
了
す
る
。
正
直
な

と
こ
ろ
、
人
選
が
図
般
に
な
っ
て
き
た
た
め
だ
。

振
り
返
れ
ば
、
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
四
年
間

だ
っ
た
が
、
取
材
を
通
し
て
蓄
え
る
こ
と
は
、

『
あ
く
ま
で
も
自
分
の
ぺ
l
ス
で
、
絶
え
す
研

究
心
を
忘
れ
す
、
謙
虚
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
L

駿
人
た
ち
の
姿
が、

そ
と
に
あ
っ
た
こ
と
だ。

彼
ら
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
多
い
。
現
代

に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
は
、
合
理
性
の
み
を
追
求

し
す
き
る
あ
ま
り
、

何
か
大
切
な
も
の
を
忘
れ

て
は
い
ま
い
か
。
こ
の
、
広
綴
』
と
い
っ
J

ょ

に
お
届
け
し
た
『
市
民
グ
ラ
フ
』
は
、
総
集
団
副

と
し
て
ま
と
め
て
み
た
。
保
存
版
と
し
て
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
+
幸
い
で
す
。
(
せ
ま
)

-』
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3月9Bl.K午前99制5分までに市後所南庁舎5階第3・
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-南沢達哉くん
(6か月・み11ず台北〉

Fやっとお座りガできる
ようlこなりまし定。閉館

も2本~えてきて、とて

もよく食べます」と自の

茂子さん。

保健ttlT -寝たきり老人をささえる家族の会

1>とき :3川 l!i11 (火)午f表111手30分-:j11キ30分 1>と

ころ {民地セ ンター (di役所IHJr'合 21斡) 1>内容

「介"強行の他}，Jtを与える -11別JI・jr-liJjとJrIこりず・ド:}jj と

!出して、 ト-.111diHザH行i.i:J.委U . 1ì'l:Jll f民 r- さんによる'j~

校指導、介必の↑t'ir1(交換 bその他 ①'jミ技がありま

すので、{本拠のできる111<装でおこしください。也、1'，11
1('，;1を代わってく fごちる人

がt 、な t 、場合は、 q.~~ 人ポラ

ンテ fアヵτIliJl 、ますので¥

:3f!SflC勾までにごj主主計 く

ださい。 1>問い合わせ

f~~t堪j" Plj ，i県{内線1:377)

保健予防諜(内線 1374)

百日せき・ジフテリア・破傷風

・三種混合予防接種

2 JJの 21"J11に続き、川IIlnを別去のとおり irl、ま

す。却しくは 1J J 1 11 1れtrJ.よ慌うえfごJ Hiページを

ごはください

持柿H年11¥1は作会均とむ、午後 1時30分から 2時30分

までで.す。
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月

田市長選挙
上田市議会議員補欠選挙

上

投票日はぜひ家族全員で3類部
k田市選挙管理委員会・

[16] 7 3. 広報うえだ6. 
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